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耳鼻咽喉科は“聞く”・“匂いをかぐ”・“味わう”などの感覚器や、鼻や口から呼吸する、発声してコミュニケー

ションをとる、食物を咀嚼し嚥下するといった極めて重要な役割をもった臓器が集中している分野です。当科

では再建が必要な頭頚部悪性腫瘍や人工内耳以外の耳鼻咽喉科領域ほぼ全ての疾患に対応しています。

我々は、鼻内視鏡手術だけでなく内視鏡下で行う比較的新しい耳科手術も行っていますが、耳鳴やめまいな

ど難治な疾患に対しても漢方治療などを取り入れながら“木も見て森も見る”精神で患者様に寄り添った丁寧

な診療を心がけています。
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“不易流行の精神で、幅広く適切な診療を”
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猪 健志（いの たけし）

藤川 直也（ふじかわ なおや）

令和2年4月に着任いたしました藤川直也と申します。令和4

年4月に別病院へ赴任することとなります。残り短い期間で

すが、安全で患者さんの満足できる診療を提供いたします。

ご紹介の程よろしくお願い申し上げます。

中川 都（なかがわ みやこ）

平成30年12月から当院で勤務しています。耳鼻咽喉科では

小児からご高齢の方まで様々な年代の方を診察しますので、

患者様本人はもちろん、小児の患者様の親御さんにもなるべく

不安を与えない様な対応を心掛けています。困った症例がご

ざいましたらまずはご相談ください。よろしくお願い致します。

担当医師

SAGAMIHARA KYODO HOSPITAL

診療科紹介 耳鼻咽喉科

当院に赴任して7年目の猪です。大学勤務時代は“耳”班に属し、鼓

室形成術をはじめとする耳科手術や突発性難聴・耳鳴などの診療に

ついて研鑽を積みました。当院に赴任後も様々な手術研修会に参加

し耳科手術のみならず鼻科手術などもアップデートし、より低侵襲か

つ安全な手術を心がけています。また、北里大学東洋医学研究所で

の4年間の研修をもとに西洋医学的治療だけでは改善しにくい耳鳴

やめまい症例にも漢方治療を取り入れて患者様に寄り添った治療を

心がけています。

耳の手術

これまで鼓室形成術をはじめとした耳科手術は、顕微鏡

下手術が中心でした。近年の医療機器の進歩により内視鏡

手術の適応が拡大し、当科でも積極的に内視鏡下手術を

行っています。これにより耳後部切開の必要がなくなる症

例が増え、外耳道皮膚を大きく剥離する必要がなくなりまし

た。そのため術後に耳内にパッキングすることが減少し入院

期間の短縮につながっています。また、顕微鏡下手術よりも

明らかに良好な視野が得られ（図参照）、正確な病変の評

価＆切除が可能になっています。

口腔咽頭、喉頭、頭頚部疾患にも今まで通り幅広く対応しています。また、専門外来として補聴器・耳鳴外来（月・

木・金）、嚥下外来（木・金）、睡眠時無呼吸・CPAP外来（土）を開設しております。貴院に受診され、耳鼻咽喉科受

診が必要な患者様がおられましたらご紹介ください。

ナビゲーションシステム

鼻の手術

当院では、鼻内視鏡下による手術を行っておりましたが、

2020年に磁場式術中ナビゲーションシステムが導入され

ました（右図参照）。近年増えている好酸球性副鼻腔炎の

手術では副鼻腔の単洞化が必要です。ナビゲーションがあ

ることにより、患者様に安全でより確実な手術が施行できる

ようになりました。手術後に残念ながら鼻茸が再発した際に

はデュピルマブによる治療も行っています。また、以前は歯

齦部を切開していたような症例もナビゲーションシステム下

で鼻内視鏡手術を行えるようになっています。

アレルギー性鼻炎に対しては、外科治療として鼻閉を中心

とした重症例には粘膜下下鼻甲介骨切除とともに選択的後

鼻神経切断（焼灼）術を行い、良好な結果を得ています。ま

た、保存的治療としてはスギ・ダニに対する舌下免疫療法

やオマリズマブによる治療も行っています。


